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1．研究背景・目的 

 ファイバレーザーを用いた光周波数コムは、周波数軸上では縦モードが等間隔に並ぶスペクト

ルを持ち、時間軸上ではパルス列をなすレーザーである。また、スペクトルピーキングは狭線幅

なスペクトルピークが得られる非線形効果であり、これらを組み合わせることでコムモードの増

強と抽出を行うことが可能となり、高感度な分光計測に有用である[1]。しかし、スペクトルピー

キングによって抽出したコムモードを通常の検出器で観測する際には、分光器の分解能や帯域が

問題となる。繰り返し周波数（𝑓rep）がわずかに異なる光周波数コム 2台を用いるデュアルコムは、

高速で高精度な分光計測が可能である。スペクトルピークの観測のために、本研究では、𝑓repが 207 

MHzのファイバレーザーデュアルコムを開発したので報告する。 

2．実験方法 

 本研究で開発したデュアルコムシステムの構成を Fig. 1に示す。2台の光周波数コムは、全偏波

保持 Er 添加 Figure-9 モード同期ファイバレーザー[2]と、単層カーボンナノチューブを用いた Er

添加モード同期ファイバレーザーであ

る。2 つのファイバレーザーの𝑓repは約

207 MHzであり、Figure-9 ファイバレー

ザーの𝑓repはモーターとピエゾ素子で

調節可能であるため、𝑓repの差も調節可

能である。それぞれのレーザーの𝑓repの

6 倍波を検出し基準信号との差が 0 に

なるようにピエゾ素子にフィードバッ

ク制御を行うことで、それぞれのレー

ザーの𝑓repを安定化した。それぞれのレ

ーザーと CW レーザーとのビート信号

𝑓beatを検出し、その差Δ𝑓beatと基準信号

との差が 0 になるように Figure-9 ファイバレーザーの励起半導体

レーザーにフィードバック制御を行うことで、キャリアエンベロ

ープオフセット周波数の差（Δ𝑓ceo）を安定化し、デュアルコム分光

が行えるようにした。また、HCN ガスを用いてデュアルコムビー

トを検出した。 

3．結果 

 周波数の安定化が達成され、デュアルコムビートが得られた。得

られたデュアルコムビートをフーリエ変換し平均化することで得

られたスペクトルを Fig. 2 に示す。HCN の吸収線が確認できた。 
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Fig. 1  Dual comb system setup 

Fig. 2  dual comb spectroscopy spectra 
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